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170.信楽焼編年の覚え書

信楽到もの泌正"について訟の」庁えるものは、県立近江

風土記の氏資料館のノド年度(1989年Ilt)秋李将男IJ展・中

it..tの信栄机の冊子itu>に制年関と共にその概要を記述

してある。そこでは中世の併殺について|湖窯期(13世

紀朱策)からi.[i:t止ilφjji1-t1S(17世紀)まで、中世陶器号の

法本的セットであるiill・決 ・鉢の形態IJ(J変化などから

1 -X JYJの lOJUIに分~fí している。その大裂は、 ~ . ~~ 
燃は主にじ1級官11の鍬t!，y繊の1変化、線新が鎖苦sから離れ

た形から鋭部につく彩悠へ、また全体のプロrr.ーショ

ンが矧古[Sのす iままゥたものからずんどう /f~に変化する

ものである。鉢と 1)わけ紛鉢については、すり自のな

い所説、担鉢から俗鉢へ、さらにすり日の量的拡大と

全体の形状変化である.よれらの個却の変化とその組

合わせの変化とがその内谷である.

本縞liド11冊子で掛かむ触れて必らぬ、従って多分に

唐突である1.1栄焼の開~の'lJ.f宵について、 fd楽の初期

の裂を過してその見)8しを記述するものである.

初期信楽について

ここでいう初期い従とは.犯のJ7える信楽の開窯期

である13世IUI求築代から14ilト紀前薬代aゅの信楽とし

ての特徴を卜分に碕立していない段階のもの、編年表

の 1JtJIと1IJUl siJlj土のものを指している。本紛では、そ

のIJ1土状態などのtrJi.祭 .)')祭を行い、そこから信楽焼

は近江{主唱木氏のJ先議の下にB日かれたものであり 、そ

の技術的系織は、 22保1(，'1'1lt陶刊号、具体的には常滑 ・

産主的 ・丹波燥の糸胤にJi，高し、そIIら信栄に先行する中

世陶総生1主地のγ.人が桁潟、正予らく l的安その工人が佐

々木氏によリ抑制さiLて IJI.J ~;~ されたむのであることを

~べるものでめる。

その受容にって

{創立・品を除き、 jLi:江で初期幻殺の裂が出土している

のはま足跡としては、長野 ・ ー二本)L~足跡、Nt山 14号祭跡、

1庄町r6 -';j-鰐跡、 1Ii.制 ・ ハンシ~跡、やや不安定な要素

もあるが、JA!tt.商松尾:符勝があり、遺跡としては、

管見であるが、自主般市妙栄寺ill跡、近江八幡市金銅寺

遺跡、 riiJ千仰供遺跡、(;1fflf/J、御門遺跡、問絞尾遺跡、

l司大谷古-~、安土町' 1・七法跡、守山市軽量江遺跡、同杉

江逃ー跡、菜〕永田rtを遺跡、大iI!市坂本遺跡、中主町光明

寺遺跡、大w市仰木市議などが準げられる。これらの

業務を除〈遺跡では、裂についてはよリ古い段階では

常治製品が使われているが、 MWJ1:tt袋の出現以降はそ

れが漸減する遺跡と令 <f子イモしなくなるものとに分れ

る。それは信楽祭との距離によリ分れるとみられる.

つまり、やや遠綱である彦般市妙楽寺遺跡liJiil者の例

であり、近江八崎市金州寺遺跡Ii.後者の似lである。し

し、 ニの ~{!ill!~による分知は恐らく舶なる ~f(t商による

相央ーであり、本質的にはそのil'j'i1t併の性怖の相!昆にあ

るのであろう。いずれにしても約機決は ti;~・滑裂を駆遂

する形、常持止の，!i ヰf していた位t況を I~泌が市める形と

なる。焔..m・3也前などの中世間加、と』リ)わけ大型の翌裂E 

などは話窯Eでの1ψi必』止リが1恋!H製品:泣白Iは孟F限民ま定Eされていた.

挙笑逃跡などの出上例てでe寸廿iは立由か、なリ変J形f移3した粗晃恋悪&な製♂

がf役主々にしてみらtれL歩i1此l上二リを少しでも多〈する必望婆喜カが4 

干存子在していたことをz窺究わせる. その上、 i立隔地への運

送には多くの労)Jを必事長とし、 I地銭などの必要経1!tも

加わることを考えあわせると当時はかなリ高価なもの

であったと推察される.従って、これら1;~t骨などの大

型裂を入手、{変附するのはかなリ7.fイfな.限定さ 111こ

階層の人却であったといいねよう ..1ニ記の遺跡では‘

例えば守111市の織江遺跡がそうであるように、 iト両伐

のある大波燥な区l而Iでの1副主形態の遺械が検出されて

おり、それは一般のm必とはやや懸け雌ltLた集活であ

ることから、恐らくかなり勺，I引なj化の生活跡で、そ

こに住む者(i布地土淡白(Jft怖を訂する一放であるとい

い得、上記の椛測を袋づけるものと思われる。また上

記の遺跡中には、近江{な均木氏の本拠地の一つである、

近江八'1崎市金凶11寺j立目指:が有ずじする点からもそれは11定

できょう。従ってこれらの足tr~1よ布地:上荻の、時期的

にみて4宅地武士日|の/，.;.住地であったとみて良いようで

ある。 且Ilち、 fJJJUHJ:.¥症の'立:lt乎I!j!1:iT.では定J也士号訴局、

在地武世間であったと見倣さ ttJ.う。

その関線について

以上初期低栄の大I~型~I・ついて受谷状況を鋭祭し、

消岱者について縫?:;，をしたが‘次いで初JJUJ伝染の製品に

ついて、そのi除iitはいすれにあって在11何なるユ二人がそ

れらをつくったかについて考叙してみよう.

開~地について上返 した知〈、初期信楽の潟地とし

て4祭跡を挙げたが、これらの波品、あるいは伝世品、

出土品の当該期の例を凶;J，したのが、阿であり各祭跡

のi立遣を司祭わしたのか分布悶である.この位遊図、~
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E亦の立I也を一覧すれば明らかな世11<、初期信楽11.信楽

町の~tf，IS~lì!綴 ・ 符町地区、問中央部の長野地区、関西

部の事11山地!亥の 3地点にあり、その争'}JJUIの段階から略

々後代のま寝跡と1[(複する地点でH臼織されている。臨み

に、これら 3地点で使用された陶土はそれぞれに特徴

があり 、そtLを簡単に3ω?Jiすれば、やや砂分の多い北

部質減 ・1守町地区、民:ri分の多い'1]央部長野 ・*JJI宮地

区 、 より紡ニJ.:tt'tのi!_gff!S ' 者II I_U地区という分~Hこな る が、

かようにの織の作所、後代にも引き続き営言返される地

械の全域にそのNJJUIの段|府から予i・5認されている点は、

信楽が小規般に点として聞かれ、そこから拡散したと

する従来のの様潟仰を払拭させるものである。信楽焼

はその当初から大純悦に悠・なまれたものであり 、それ

は分布~Ji: i凡などから見て、かなリ計画的な窯場の形成

であったのである.

その技術的系婚について

信楽の1II.J:祭状況について総務してきたが、次に、そ

れらのMJIII日楽の技術的系滑について言及してみよう。

同に示した初lUIi;l楽の漢を一覧すれば明らかな在日〈

形態的には常滑、館前、さらに、丹波各窯のそれに類

似する。以下、側々具体的にその形態のぷ要素につい

て観祭してみよう.

- 2 

No.2-6はほ立する滅容器に4宇形の口線縁殺

をつくり、 lilffiSlま悠ワ府であリ明らかに常滑の

それと同一であるo No.3 t同級に1(."7告の裂にそ

の範をもとめているo No. 71:'頚部が緩めて短〈

そして強〈外側に1iil111!するo nu部自体1:'常滑

系の幅広い紋奇?であるが、常滑にはかような瀕

部の形を示す例1:'少なく、主主的にその傾向の茨

はあるもののこの特徴的なu*支持IS形態は丹波に

よく発注するむのであり、 'I~)Æ 、床谷議，'11土の

裂を (No.l3)に本#lJに矧似する幅広の録者Pを持つ

裂がある。本例{ま丹放の系;告を持つ裂といえよ

う。この野Í)l~の銀、、鋭< /jUIIIIする漢はNo.8の近

u:八l防令附'1#.1')立跡:1¥土例もあるが、こ札はむし

ろ、越市!の裂にも近〈 、越前系というべきであ

るが1II，olJ}B以下'1~;a' tJj'のそれであリ折茨)1予といい

得る。 No.61ま級.:wの If3 、 ~~i抗11の立ち上 ')からみ

て ;i:~'iitの系統である。また 、NO.9、10のぬro円6

号然跡のf9l11ま 'i;\' Ì'~1移であるが、この'点1lIT 6 号祭

跡の裂の続き七りは附!実物のそれ L含めて丹波

の焼き上りに匁1似しているo :-t!也の'riJ.t陶の一
見してわかるim.lt!!のm災はその続き上リにあリ、

それ白体11恐ら〈、陶ヒのみのi会いではなく窯

繊造、焼成法の~いとみられることから、 ζの

宮町6号窯跡では焼成法肉体がけi疫のそれに範

を持っていた可能慨がある織におもえる.因み

に、時期1:'降るが周辺のイ松山3足跡で出土してい

る陶穏に丹波と f~紛う絢七・焼成をポすものがあり、

この周辺の窯跡に丹波との~~~Iè'な 11.\1係があることを示

している。 No.21主主lti級ハンシ窯跡の.'11上で常滑に鮪

似する。 No.1 1:1長~!1'・二本::IL.然跡の :111ニ例て'悠，jtjに主RiJ.:/.

する。この他、大唱の裂ではないが三ln~，止{ムゴニ寺出土

の波に越前のそれとI.IJーの形態を持つものがある。凶

みに 、 同寺!fI 11上の小究~W~は JJ合土を |徐き形態、 技法、府

部の刻1;0(この衷1)印1'1休11雄前にはみられない ltω と

のことだが)など 、 令てのJ災~~を越jj，jにもとめたもの

であり、越前とも深い!日，J;虫があることが判明する。 No.

4、 5 は事11 山 14 -1}m~療の :Bゴニ例で~i;~'治Jf~ である。 No.ll

は伝世品で、口紋{(;ßIま 'I: ;~.t汁{こ、それ以下 lま越jj'jの特徴

を持つ125である。これがf，~織であるとすれば宮町 6 号

祭跡のNo.9と同ーのU作りであることから|司祭跡の製

品であるとみられる.

以上の裂の綬形 ・調税法でl主婦によるナデ、あるい

はへラナデ、 ~O's状工よ1.によるナデなどがみられる.

例え I.fNo.9、10の茨では刷も状工只.による怒形が特徴

的であるが、これは常滑や丹波に臼立つ工法である。ま

たNo.2 では常滑 ・ 館前史の~ll靴への叩き日がみられる。

以上主にその形態の特徴から初JlllfLt楽の特にその裂

の作手を与-捺して来たのだが、そこからは初期信楽の



務い予が常7:1'.銭的・丹波各線の影響下の工人であっ

たことが俄測される.こtLら初期信楽の褒i孟、あるい

は他の23樋についてもいえる併であるが、極めて手慣

れた作手であリ、かなり熟練した工人の手になるとみ

られる.これは初期信楽の工人が本米その裂作に携わ

ってきた工人である事を示しており、例えl;f瓦工など、

fl!!.の業他の工人が転業した場合明らかにそれとわかる

作手となるのだが、 MWH3楽はその線な未然な作手で

はない。また~il~袋の院1窯 l立花.I1!H頁怒号量工人の転換とみ

る説・ゆ らあるが、焼成法のi怠い ・tE昔器系の陶3震である

.d~、 f去にも述べるが小税総な再車場形成で診ない事などか

らみて43議IHj'.()~~陶絡めiÁUt、℃人によるものでは

な、、とせねばならない。初期信栄の製品の娩上リ ・形

態共に然成されたもので専門の工人の手になるもので

あり、さらにそれらが'，r;~ i'~ .越前・丹波各主主の製品に

酷似するものであるtJJ.から、恐らく初期信楽の工人と

は上記のいずれかの工人、可能性としてはこちらの方

一一一一一

が強いのだが、上記3緩め工人がl立後信楽に移入され、

製祭 ・製陶をfi'ったとみえられるのではないだろうか.

初期{言栄を焼成した話器~I孟、仲山14 1j・2禁跡-長野二

本丸翼民跡 ・焚減員ハンシ様跡 ・I1町 6号窯跡があるが、

それを上認め窯業l也の製品と比較すると神山14号繁勝

の製品は?言滑に、二本)L窯跡I~組前に、ハンシ祭跡1;1

干智治iニ、宮町6号線I:-mt骨、館前、丹波にそれぞれ類

似する。従って、 1.1楽のmJ覇軍時には脱純な、例え 1;1:、

越前の工人のみによる築総 ・制陶ではなく上記の 3翼民

業地の工人が総米されてれ泌焼を形づ〈ったと考えら

れる.

まとめ

これまでの諸袈件をまとめてみると、①初期信楽の

i立以:での出土f9IJ1;1:併楽に近縁の罰百~t"1 ・ 事刊Httll ・ 事長太

君fl.甲賀君s・志賀Jtuである。②それらの遺跡は逃鱗 ・

造物からみて街地の訂力特j自の府住する地であり、そ

の有力者と 1;1:時期からみて布地武士ほ|であり、③それ

1 

2 

3 

o 10 20cm 

1.二本丸窯競 2.ハンシ窯跡 3.守山市・検〉石室跡出土&
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二塁

4.5.神山 4号窯跡 7 .信楽町・勅旨吉墓 8.近江八幡市・金制寺遺跡出土
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9 

10 

「戸、 円 ~ r・F ー『閣で・

「寸一一一-一「 山

、、 、 "

唱市

。 10 20cm 

9.10.宮町 6号窯跡出土 11.伝性品
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F一

三ザ

近江における 当時 、 13t.!t~己の

有力者とは言うまでもなく近

江佐々木氏であり、それは初

期信楽の分布からも推定され

る挙でもある。即ち 、近江に

鱗居するま佐族、佐々木氏こそ

は{音楽関然の後盾であり、ま

たその利益の事受者ーであった

のである。恐らく、 ζ の|提i係

l立佐々木氏が観音寺城を明け

i皮す16'股紀後三|土ま てお:き 、そ

の後1ま織[[Jf首長 ・銭臣秀吉、

そして時々全国の陶25の形態

が統ーされる徳川家僚の代へ

と変貌する事となる。そ九ら

についても記述せねばならぬ

が紙幅も尽きたれば、以上の

見透しの肉付けや信楽の IIj~J 

後半以怖の諸問題と共に次干潟

に:iliぺる!ji;.としよう。

14 

本稿の作成にあたっては各

陶君津のFJf泌者、保管者のjj~

をはじめ、多くの方々の学恩

を受けた。末畿であるが淡い

感紛の;菅:を表わした も、。あり

がとうございました。なお本

;本稿は平成元年&;f~・学研究'('i

奨励研究 (B) r信楽の編年

について」の成栄のー織であ

o 10 
bロコ=1:

20cm 

ヒ--ゴ

る。

(松i怒 11事)

12.丹波・稲荷山策跡 13.丹波・床谷窯跡出土 14.越前・「嘉元 4年」銘湾

Ij:近江の縁有力武士間 ・守;型でもある佐々 木氏に|凋:iM

する一回である。@信楽の開祭j切=初!側近~の熊閥、 1;1.

t表代の{言31Eの楽跡と日持母その分布を一致させるもので、

それは北部の!i'ti.綴 ・ 泌|町地区、 中央苦I~の長野地夜、西

部の紳1.lJ地区で、@殆んど11寺を隔てずに一斉に問嫁さ

れた大紋紋なものであった。のその工人i正当時の先進

終業地である常滑 ・越前 ・丹波各主主跡の工人とみら札、

信楽焼I:J:俄崎彰ーの分if&iによるft線系2建築地 ・陶総で、

その当初から登 ・波 ・毒事を焼成していた。などが挙げ

らiLる。

二うして信楽焼が当初から大規桜な祭場を形成して

い岳点、あるいは先進稼業地の技術 ・人乎由可WJ.民etl 

ている点、初jJ:Jjの穏要地が一定のまとまりを持つ点な

どからみてかなり大きな1J一財力を含めたーを有した

者によるm場づくリとみてきしっかえないであろう。
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}王

① i!5:iUl¥土記の丘資料館 r中世ーの13楽J 1989. 

~ iu:"ill・の岐を何処におくか論があるが、本稿では

江戸時代をその筏とする。

@ 信楽のI~H里浜Jgjについてはこれまでに多織な税が

ある。大きくは平安時代後期説、鎌倉後半f;1/.が

があるが私は後者の説を採る。言宇i測は別稿を用

意している。

@ 筒井県陶芸芸館の田中1m久氏に教示を待た.

⑤ 秋[H裕毅 q言楽の成立と変i謹について)Ui主
①~J ) 河原正彦 「信楽J (叩I:W-陶磁会集 3

EPf手中-此』 小学館 1977 ) 


